
【終身会員のご紹介】

生理学の魅力とは

東北大学名誉教授
八尾　寛［1］

　日本生理学会の将来計画委員を拝命していたの
は，20 年前のことである．学会 WEB の「生理学
を知る/生命の理：いのちのことわり［2］」は，前
田信治委員長（当時，愛媛大学教授）のもと，我々
が共同で作成したものである．ここには，若い人
たちが生理学に触れ，その魅力に気づく機会を増
やしたいという思いが込められている．しかし，
ある学術分野の魅力とは，どこにあるのだろうか．
私自身の経験から振り返ってみたい．
　古典的な生理学の研究手法にガラス管微小電極
法がある．これを用いて，膜電位を計測すると，
細胞が生きて活動しているという実感がリアルタ
イムで得られる魅力があった．私が大学院に入学
したのは，神経細胞，心筋細胞，卵細胞など，そ
の研究対象がどんどん広がりつつある頃だった．
小さな細胞には適用が困難というデメリットが
あったが，そのことが最適な実験系の探索を促す
という効果をもたらした．Eric Kandel のアメフ
ラシの学習システム［3］は，その好例と言えよ
う．私自身も，この手法を用いて，いくつかの新
発見に遭遇し，学位取得にもつながったのである

［4］．
　その次の波は，パッチクランプ法［5］である．
イオンチャネル電流を高速かつ高精度に計測し，
その特性を定量的かつ論理的に解析できる点にお
いて，大きなインパクトがあった．デジタル技術
の普及がこれを後押しした．たちまち，新進気鋭
の若手研究者たちがこの手法に飛びついた．当初
は，培養細胞にしか適用できないと考えられてい
たが，やがて，脳スライスニューロン［6］，摘出

自律神経節ニューロン（筆者先駆）［7］，シナプス
前終末（筆者先駆）［8］などへの応用が拡大し，
生理学の領域を拡大した．
　第 3 の波は，オプトジェネティクス（筆者先駆）

［9］である．その草創期に立ち会えたことは，素
晴らしい経験だった．ラボには，次々と若者が集
まり，熱気が満ち溢れた．たちまち，生理学の領
域を越えて，多くの若手研究者が参入し，遺伝子
組み換え技術および光工学技術と歩みを共にし，
今もなお，発展・普及している［10］．
　完成度の高い学術分野は，若い人にとり，近寄
りがたいものである．講義やテキストでは，すべ
てが解明されていて，新たな活躍の場がないよう
に思われる．しかし，ひとたび新しい研究手法や
実験系が発明されると，未知の広野が生まれるの
である．若い人は，そこに敏感に反応する．人類
の知的空間を拡大するところに，科学のロマンが
あるのだ．新たなロマンの旗を掲げるところに，
学会の使命があるのではないだろうか．
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【終身会員のご紹介】

生理学，日本生理学会との出会いとその後の歩み

北海道医療大学名誉教授
倉橋　昌司

　この度，社員総会にて終身会員としてご承認い
ただき，加えて自己紹介の機会を得，関係各位の
皆様に厚くお礼申し上げます．私の生理学，日本
生理学会との出会いは，東京都立大学理学部化学
科卒業を前に，1967 年 9 月，東京薬科大学生理学
教室助手への就職が決まり，翌年 2 月に坪井実教
授のご推薦で日本生理学会への入会が承認された
ときです．就職してすぐ，熊本大学で開催された
第 45 回日本生理学会大会に参加する機会を得ま
した．当然諸先生の発表は全く理解できず，ただ
呆然とするばかりでした．研究のきっかけは群馬
大学内分泌研究所で鈴木光雄先生からラット甲状
腺摘出術をご指導いただいたことです．その後，
自作酸素消費量測定装置を用いた研究を進めるこ
とができ，1970 年 4 月，昭和大学医学部で開催さ
れた第 47 回大会で初めて学会発表することがで
き，8 月には日本生理学雑誌に原著として掲載さ
れることになりました．
　交感神経に対する甲状腺ホルモンの許容作用か
ら寒冷適応，非ふるえ熱産生へと研究対象が拡が
り，褐色脂肪組織摘出術のご指導をいただいた黒
島晨汎先生が1973年9月旭川医科大学第一生理学
講座教授に就任され，私も助手として採用されま
した．旭川医大では，放射線取扱主任者の資格を
得，RI トレーサー実験を進めることができ，1976

年，甲状腺ホルモンとクレアチン代謝の研究が
J.J.P 誌に掲載されました．1980 年には北海道大学
医学部第一生理学講座の廣重力教授のご指導のも
と医学博士の学位を授与致しました．
　学位取得をきっかけに，1981 年 4 月，東日本学
園大学（現北海道医療大学）歯学部口腔生理学講
座（中村治雄教授）に講師として就任しました．
これまでほとんど経験のない教育を担うことにな
り，研究は環境生理学から口腔生理学にかわり，
唾液腺が主たる研究対象になりました．以来大学
退職まで 30 年，学部は歯学部から看護福祉学部，
実験対象はラットから人へと移っていきました
が，唾液腺分泌調節と唾液の生理機能研究を続け
てきました．また歯学部，薬学部，看護福祉学部
等と，多くの学生諸君に生理学，口腔生理学を講
義することとなり，自身の生理学への理解も深め
ることができました．2011 年の退職後も非常勤講
師として，大学，専門学校で，生理学を中心に講
義をしてきました．
　旭川医大の 8 年間は生理学会環境生理グループ
の先生方，また歯学部に移ってからは口腔生理学
グループの先生方と学会大会を通じ交流を深め，
多くを学ぶことができました．また北海道地方会
の先生方とは研究分野を越えてお付き合いできた
ことは自分の生理学理解をより深めるものになり
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ました．生理学と日本生理学会との出会いは学問
と人との出会いであると思います．この度この出
会いを今しばらく大切にしたいと考え，終身会員

の申請を致しました．日本生理学会会員の皆様今
後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます．

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【終身会員のご紹介】

私の生理学研究歴

大阪大学名誉教授
倉智　嘉久

　この度，終身会員としてご承認頂き，関係者の
皆様に厚くお礼申し上げます．
　私は 1978 年に東京大学医学部医学科を卒業し，
東京大学医学部附属病院（1978 年）と東京都養育
院附属病院（1979 年，現 東京都健康長寿医療セ
ンター）で内科の初期研修を行いました．その後，
1980 年に東京大学医学部第二内科（村尾覚教授）
に入局した後に，生物科学総合研究機構 生理学研
究所に出張し，助手となり，入沢宏教授の指導を
受けました．入沢先生の研究は洞房結節の自動能
を理解することであり，生理学における理解とは
要素の解析と統合によって得られると教わりまし
た．心臓電気生理の最先端の解析技術をまず習得
するため，単離心筋細胞からのパッチクランプ記
録に初めて成功したマックス・プランク生物物理
化学研究所に 1982 年に留学し，Bert Sakmann 教
授と Erwin Neher 教授から指導を受けました．こ
こで私は心房筋細胞の単離法を確立し，パッチク
ランプを適応して，アセチルコリン作動性カリウ
ムチャネルの解析を行いました．1983 年に生理学
研究所に戻りましたが，アセチルコリン作動性カ
リウムチャネルの特徴的な振る舞いである電位依
存性リラクゼーションゲーティングに興味を持
ち，多くの実験を行いました．そして，1985 年 1
月には東京大学医学部第二内科（杉本恒明教授）
に戻ることになりました．留学中に始めたアセチ

ルコリン動作性カリウムチャネル，そして類似の
制御機構が働いていると考えられたアデノシン動
作性カリウムチャネルの研究はその後も続けさせ
てもらいました．重要な疑問は G 蛋白質とカリウ
ムチャネルによるシグナル伝達機構でした．
　我々は，Gβγ複合体が KG チャネルを開口させる
と Nature で発表しました（1987 年）．しかし，三
量体 G 蛋白質によるシグナル伝達は Gα が仲介す
るということがドグマのようになっていましたの
で，我々の結果がすぐに受け入れられた訳ではあ
りません．誰もが納得するまで，結果を積み重ね
るしか無いと考えました．そこで研究に集中する
ため，Mayo clinic に移りました．1994 年 7 月，

「 イ オ ン チ ャ ネ ル 」 を テ ー マ と す る Gordon 
Research Conference でのことです．M 電流の研
究をされていた Bertile Hille 先生（U of Washing-
ton）に，倉智の結果が正しいと言って頂きました．
これにより我々の正しさがようやく認められたと
感じました．共同研究者にも恵まれ，三量体 G 蛋
白質の精製を得意とされた宇井理生先生や堅田利
明先生の手助けもあって，重要な成果をあげるこ
とができました．
　このように，私自身は心筋カリウムチャネルの
電気生理を専門としましたが，研究室では新しい
手法を積極的に取り入れました．例えば，分子生
物学的な手法です．KG チャネルのサブユニットや
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KATP チャネルの構成要素などいくつもの遺伝子の
クローニングを行いました．クローン化した遺伝
子によって発現する蛋白質に結合する抗体を作成
し，チャネル分子の組織分布や細胞内局在なども
明らかにできました．定年退職まで勤めることに
なる大阪大学医学部に呼んで頂いたのはこの頃

（1993 年）です．
　イオンチャネル分子の機能や構造が詳細に明ら
かにされ，次は統合による理解が重要だと分かっ
ていました．同時にこの頃，幸運にも様々なプロ
ジェクト研究に携わることができました．中でも，
異分野融合研究の推進に様々な協力が得られたこ
とは幸いでした．私は心機能の神経制御の理解を
目指しました．また，日本生理学会における自身
の役割を考えるようになったのもこの頃からで
す．2001 年に日本生理学会の常任理事会に初めて
出席しました．当時の主な議題は，国際生理科学
連合（IUPS）の日本招致でした．関係の先生と
様々な議論をさせて頂きました．様々な困難を乗
り越え，IUPS2009 京都大会の開催できたことは，
大変良かったと思っています．IUPS2009 京都大
会では国際プログラム委員長をお任せ頂きました
が，メインテーマを「Function of Life：Elements 
and Integration」としてプログラムを編成できた
ことは，ホストした日本生理学会から世界に向け
た重要なメッセージとなったと考えております．
IUPS2009 京都大会以降も，統合（Integration）の
方法論であるフィジオーム・システムバイオロ
ジー推進を自分の使命と考え，邁進しました．
　2019 年に大阪大学を定年退職しました．現在
は，大阪大学国際医工情報センター 招へい教授と
して，次世代の医学の発展を担う人材育成に取り
組んでいます．フィジオーム・システムバイオロ
ジー研究推進のために構築した仕組みや人脈を教
育に生かしています．私がこれまで生理学研究を

続けてこられたのも，故 入沢宏 広島大学・生理
学研究所名誉教授，そして日本生理学会の多くの
先生からの温かいご指導・ご薫陶の賜物であると
感じます．今後も日本生理学会の終身致します．

【略歴】
（主要なもの）
1978 東京大学医学部医学科卒業
1978 東京大学医学部附属病院内科研修医
1979 東京都養育院附属病院内科研修医
1980   生物科学総合研究機構 生理学研究

所 助手
1980 東京大学医学部第二内科入局
1981   岡崎国立共同研究機構 生理学研究

所 助手
   （1982-1983/8 Max-Planck Institut 

fuer Biophysikalische Chemie）
1985   東京大学医学部第二内科医員，後に

助手
1990   Mayo Clinic, Mayo Foundation, 

Consultant（tenured faculty），
   Assistant Professor of Medicine, 

Mayo Medical School，後に Associ-
ate Professor of Medicine

1993～1998   山形大学医学部 細胞情報解析学（山
之内）講座 客員教授（供任）

1993   大阪大学医学部第二薬理学講座 教
授

2001   大阪大学大学院医学系研究科情報薬
理学講座分子・細胞薬理学 教授

2004   大阪大学臨床医工学融合研究教育セ
ンター長

2019 大阪大学 名誉教授
2019   大阪大学国際医工情報センター 招

へい教授

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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【終身会員のご紹介】

日本生理学会と私

北里大学医学部非常勤講師（担当科目：生理学・生理学実習）
北里大学薬学部非常勤講師（担当科目：生理学）

比留間　弘美

　この度，日本生理学会終身会員に承認していた
だき，大変光栄に思っております．終身会員とは，
生涯，生理学を学び，生理学に貢献していくこと
を意味するものと，身の引き締まる思いでありま
す．私は 1986 年に横浜市立大学医学部を卒業後，
同年横浜市立大学大学院医学研究科（生理学第 2
専攻）に入学し，以来現在まで生理学一途に歩ん
でまいりました．1990 年に同大学院を修了し，
1990 年から 1991 年まで横浜市立大学医学部研究
生（生理学第 2 講座）を経て 1991 年から 1997 年
まで横浜市立大学助手（生理学第 2 講座）を務め，
1997 年から 2024 年 3 月に定年退職するまで北里
大学医学部生理学・同大学大学院医療系研究科神
経機能学の教員（1997 年～講師，1999 年～助教
授，2007 年～准教授）を務めてまいりました．現
在は北里大学医学部生理学と薬学部生理学の非常
勤講師を賜り，定年前と同様に生理学講義と生理
学実習を担当しております．研究面では，横浜市
立大学においては神経内分泌学の研究を，北里大
学においては神経再生・変性についての研究をし
てきました．アミロイド β タンパクが海馬神経軸
索輸送を減少させることを明らかにし，アルツハ
イマー病の予防と治療の礎の一端を担ったのでは
ないかと思っております．
　さて，本題の“日本生理学会と私”について述べ
たいと思います．私は，日本生理学会には 1989 年
に入会し，1992 年に評議員に就任させていただき
ました．また，2015 年から生理学エデュケーター
に認定され今日に至っております．入会以降，日
本生理学会大会では，ほぼ毎回発表してまいりま
した．大会の関連集会であるテニス大会にも何回

か参加し，その懇親会では，世界的に大変高名な
先生方とも歓談させていただき，有意義な時間を
過ごしました．ここで，特に書き留めておきたい
ことがあります．それは，2000 年 1 月 19 日から
23 日にカナダ Lake Louise で開催された Joint 
Canadian/Japanese Physiological Societies Win-
ter Meeting（カナダ生理学会・日本生理学会主
催）です．かなり以前の催しゆえに，インターネッ
ト上での検索結果は皆無で，私の手元にある抄録
集だけが資料です．一般演題数は 67 題，うち日本
からは信州大学，明海大学，東京医科大学，山梨
医科大学（当時），神戸大学，北里大学から 9 題で
した．私は 1994 年から 1995 年にカナダの McGill
大学に出張していたこともあり，是非このミー
ティングには参加したいと思い，修士課程の大学
院生とともに出席いたしました．発表形式はすべ
て口演発表で，矢継ぎ早に飛んでくる質問を受け
答えた記憶があります．大学院生にとっては初め
ての英語口演で，度胸もついたようでした．大変
アットホームなミーティングで，開催期間中ほと
んどの参加者はホテル内で過ごし交流を深めまし
た．1 月 22 日には，カルガリー大学の Dr. Q.J. 
Pittman のお計らいで私の誕生日をケーキとバー
スデーソングで祝って頂きました．また，どうい
う訳かミーティング開催前に，大学院生と私はカ
ナダ大使館からカナダ日本産業交流のパーティー
に招待され，赤坂にある大使館に馳せ参じた記憶
があります．
　これからも私は生理学とともに歩んでいきま
す．日本生理学会には生涯お世話になりますが，
どうぞよろしくお願いいたします．
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【終身会員のご紹介】

生理学とともに歩む

福岡県医療指導課・医師看護職員確保対策室・医師確保係
元藤田保健衛生大学医療科学部生理学教授

山﨑　将生

　私は子供の頃は外で遊んでばかり，自然界の現
象に興味があって探求心旺盛だったかもしれませ
ん．有神論的には研究は“神との対話：祈り”で
す．学部在籍時には同級生とスンクスを飼育する
愛好会を ’83 年に立ち上げ，卒論で先行研究「ス
ンクス卵巣の生後発達」の精査で連続切片の作製
と光顕観察に昼夜没頭した日々が懐かしいところ
です．
　研究を行うなら大学で「生理学」という思いが
あり，卒論の恩師現藤田医科大学磯村源蔵名誉教
授（解剖学）と福島県立医科大学清水　強名誉教
授（生理学第一）のご厚意で ’86 年 9 月に福島へ
赴任し生理学研究と教育に携わることになりまし
た．早速，日本生理学会へ入会し 10 月に大鰐温泉
山荘での東北生理談話会（弘前大当番幹事）に参
加し，口演での活発な討論，温泉に癒された後の
懇親会，研究討論と多彩な談話がいつ終わるとも
分からない宿泊部屋での二次会，個性ある有能な
生理学者ら全てが衝撃的でした．2 年後の八幡平
ハイツでの談話会（秋田大）で後述の地道な研究
の端緒を発表し，質疑応答と二次会での厳しい質
問やコメントで鍛えられ，今思えば，教室員全員
での予行演習と討論に始まった当該発表は生理学
者・研究者の基盤を築いたと言えましょう．生理
学講座ではウサギ脳阻血法・手技（宮川 清）を清
水教授から伝授され，同期の永山忠徳，菅野隆浩
両先生と大動脈神経（AN）を主求心路とする圧
受容器反射機能（BR）の実験を進め，脳への供血
を遮断した際の BR 反応の詳細を循環呼吸因子計

測により解明しました．私は AN の活動記録と電
顕解析から，成長に伴う神経線維とその構成の変
化，BR の確立とその発達を追求しました．
　その後，微小重力環境（μG）で生じる現象を模
する Head-down Tilt 実験に教室員全員で取り組
み，μG 環境下での BR の解明へと進展します．

「微小重力下での大動脈神経性圧反射機構の発達」
（代表清水，共同研究者 12 名）の研究は，’93 年
172 課題応募の NIH 国際公募 NASA Neurolab 計
画 に 採 択 さ れ ま し た（ ヒ ト 11 動 物 15 課 題，
Launch’98：http://www.ilas.med.tohoku.ac.jp/
tohoku/tohoku11/katahira.html）．私共は 7 課題
の研究グループで編成の哺乳動物の発達チームに
加わり共同実験工程を決め，9 日齢仔ラット 8 匹
と母ラット 1 匹を 1 組，計 12 組をスペースシャト
ルの周回軌道 μG 下で 16 日間飼育し，2 組を機能
実験と解剖・標本作成を帰還直後と30日後に行い
ました（哺乳動物が宇宙で育つと当該反射の求心
路 AN は閾値の高い無髄神経の割合と麻酔下昇圧
時の神経活動量が減少し，昇圧徐脈反応が弱くな
る．https://ntrs.nasa.gov/citations/20030068190）． 
続いて ’03 年にはラット組織シェア研究（STS-
107）の現地実験に代表で参加するもコロンビア号
の帰還直前の爆発事故に遭遇し，宇宙飛行士と実
験を失いましたが，生命科学と工学の多くの科学
者・学者らと出会い貴重な経験を積みました．
　’08 年に藤田保健衛生大学に赴任して同僚と新
設の臨床工学科を立ち上げ，多くの技士，卒論生，
大学院生を送り出しました（本学会員：西村宗修
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博士，水谷夏希博士，平岩徹也修士ほか）．’18 年
に故郷福岡へ戻り，直接的に実験を行う研究から
は身を引く形になりましたが，大学学修上の初等
教育の重要性を実感しての小中高校生の指導・家
庭教師，学会員として生理学の視点に立った助言
や啓蒙・啓発，’20 年コロナ渦では福岡県の保健所
コロナ支援員，現在は生理学会と医学教育の経験
を活かして臨床研修医の下支えの仕事や臨床研修

病院の審査業務等を行っています．
　私たちは自ら道を開いたと思いがちですが，恵
まれた環境（私の場合，談話会という場であった
り），多くの先人の見えない指導や支援（学会員の
助言や討論然り）等々，刺激因子に反応しつつ個
は確立しています．これ迄にお世話になった日本
生理学会の諸先生方へお礼申し上げます．

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【終身会員のご紹介】

生理学会に育てていただいて

女子栄養大学短期大学部生理学研究室
渋谷　まさと

　「生理学」を冠する組織との（記憶にある）初め
ての接点は，慈恵医大 3 年目に西新橋に進学した
4 月，旧第二生理学教室の愛宕山での「桜をみる
会」です．教室の先生たちが学生も誘って下さり，
ワイワイと散策していると故酒井主任教授がお出
ましになりました．みんな集まってご挨拶をお聞
きしたのですが，そのときの酒井教授が放つオー
ラはまぶしいほどでした．慈恵生理学（ならびに
他の基礎教室）では「学生班」が活発でした．シ
ラバス上の教室配属ではなく，学生が空き時間に
研究に参加させていただくのです．今考えるとか
なり足手まといであったと思いますが，先生方と
の昼食や教室旅行など，「生理学は楽しい」との徹
底的な仕込み，刷り込みをいただいた日々でした．
　生理学会の多くの思い出の中，突出しているの
が，博士論文がまとまった時点での「呼吸ディス
カッションの会」での発表です．堅苦しくなく，
自由に何でも言える会を目指して先輩たちが設立
して下さった会であり，発表を始めて見ると，発
表＊分，質疑応答＊分のプログラムなどそっちの
けで，司会者に断ることなく発表の最中でも「今

の＊＊だけど，＊＊はどうなの？」の連発でした．
時間も大幅にオーバーしましたが，その時の充実
感，達成感は，思い出すだけで心温まります．そ
の後の学内審査には自信をもって臨むことができ
ました．また，編集委員会，教育委員会，理事会
などでのすばらしい経験はわたくしの大きな宝物
の一つです．次点繰り上げではありましたが東京
地区理事へ選出して下さったり，学会の皆様にお
礼の言葉もありません．
　別稿としたいですが，お陰様で「一歩一歩学ぶ
生命科学（https://life-science-edu.net/）」におい
て
〇動画と音声での説明の後すべての内容を，変化，
移動，増加，促進，低下，抑制などの矢印を統一
した，端的な静止画（「記念撮影」）で提示
〇単純なクイズによる自己学習の確認
〇要点を抽出し，初学者用から設定したレベル分
け
など，国際的にも革新的なスタイルを確立させる
ことができました．オリジナリティだけではなく，
遊び心，学生の喜び具合，完成度，教育効果，可
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能性は膨大です．ただし，「可能性」の部分は，生
理学会の皆様次第です．今後も今まで以上にご教
授，ご指導いただけるのなら，大きな発展も可能
と思われます．
　今後もよろしくお願いいたします！

略歴
1981-1983　  東京慈恵会医科大学第二生理学教室

学生班
1984　東京慈恵会医科大学卒業
1993-2006　  昭和大学医学部第二生理学教室講師

2005-2006　  女子栄養大学栄養科学研究所客員教
授

2006-現在　  女子栄養大学短期大学部生理学研究
室教授

2006-現在 近畿大学医学部非常勤講師
2007-2017 生理学研究所客員教授
2014-現在 昭和大学医学部客員教授
2017-現在   生命科学教育シェアリンググループ

設立・代表理事
2018-2024　東京慈恵会医科大学客員教授

「健康生活ひとくちメモ」

2： 歯磨きは健康生活に欠かせない

歯磨きを毎日、正しくやりましよう。朝起きたらすぐに、そして毎食後（仕事の都合で昼食後は無理でも朝食後と夕食

後）と就寝前に。歯1）1～2本あたり20回ずつ、全体で5分はかけて、歯の裏表そして歯ぐき2）の間を、3本の指でペンを

持つような軽いタッチで磨こう。歯に付いた食物の残りかす3）に棲みついた虫歯菌4）は、主に糖分を餌に増殖して酸

（主には乳酸）を作る。その結果、口腔内が酸性化してエナメル質5）を溶かしてしまう。それが進行すると歯と歯ぐきの

隙間6）が深くなり、そこでも虫歯菌が増えて虫歯7）をもたらす。そこでは歯周病菌8）も増えて、歯ぐき内にまで入り込ん

で歯肉炎・歯周炎を起こす。また、就寝中は口が乾燥して唾液の分泌が減るので虫歯菌が増えやすい。日中に飴や

チョコレートをだらだらと舐めたり食べたりし続けても口腔内が酸性優位となって虫歯になり易い。コーラやジュース類

の多くは強度酸性であり要注意です。それらの後にはうがいや歯磨きをする方がよい。歯周病になると菌から毒素が

出て、動脈硬化・心臓疾患・糖尿病などの生活習慣病の誘因や悪化要因になる。そして歯周病は口臭の原因ともなる。

特に要介護高齢者の誤嚥性肺炎の多くはこの歯周病菌が原因であり、日頃からの口腔ケア9）が欠かせません。虫歯と

歯周病を防いで、8020（80歳で20本以上自分の歯を保つこと）を、そして9020もめざして行こう。

脚注：

1） 乳歯の数は20本だが，永久歯の数は28～32本であり，人によって異なる．それは親知らず（智歯）4本のすべてが

生える人（約3割）ばかりではないからです．

2） 歯茎と書き，歯肉とも呼ばれる．

3） プラーク（歯垢）と呼ばれ，虫歯菌が作ったグルカンを足場に虫歯菌が塊に成長したもの．これにミネラルが石灰

化すると歯石となる．歯石には軽石のように多数の穴があり，そこにも菌が棲みつき繁殖する．

4）そのうちの最多はミュータンス連鎖球菌であり，そのほかにラクトバチルス菌やソブリヌス連鎖球菌などが含まれる．

5） 歯の一番表面を被っている（鉄よりも硬くて人体の中で最も硬い）層であり，その下に象牙質，そして歯髄がある．

6） 歯周ポケットと呼ばれる．進行すると歯茎が下がり，歯の根元が露出して虫歯菌にやられやすくなる．虫歯が歯髄

にまで及ぶと神経を刺激し，冷たいものがしみたり，痛んだりする．

7） 齲歯と呼ぶ．その発症は人類が狩猟採集民から農耕民へと生活様式を変えて，穀物中心の食生活になってから

顕著化した．

8） ポルフィロモナス・ジンジバリス，タネレラ・フォーサイシア，トレポネーマ・デンティコーラなどの細菌である．

9） 口の中を（うがい，歯磨き，入れ歯洗浄などで）清潔に保ち，口腔機能を（唾液マッサージや舌体操などで）高める

ためのケアのこと．高齢の要介護者は，口の中の掃除がおざなりになり易い上に，唾液の分泌も減少（していて口

腔内自浄作用が低下）しているため，特にこのケアが必要です．

岡田泰伸 （生理学研究所）
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